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入学・進級おめでとうございます。 
入学生３２名を迎え、令和６年度がスタートしました。今年度は、学校教育目標「協力

平 夢ある未来を切り拓く」、重点目標「輝く私 磨き合う仲間」に向かって、教職員一

丸となり、取り組んでいきます。昨年度から継続となる重点目標では、「輝く私」に「自

己のよさを自覚するとともに、新しい自分の可能性を見つけ成長しようとする姿」、「磨

き合う仲間」に「それぞれのよさを認め合い、集団の中で互いに切磋琢磨しながら、とも

に成長する姿」を込めています。今年度も、保護者や地域の皆様の御理解と御協力、よろ

しくお願いいたします。 
 

 
 
 
 

 

令和５年度職員紹介 
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令和６年度 始業式 校長の話 

 令和６年度がスタートしました。今年はどんな１年に

なるでしょうか。 

 ここ４年間は、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、いろいろなことが変化しました。みなさんは、今、

このスタートにあたってどんな希望や夢、あるいは目標

をもっているでしょうか。１年の大事なスタートです。

今もっている気持ちを大切にしてこの１年間を過ごして

ください。 

 「人生を１°変えてみる」  

これは、令和４年の夏、甲子園で初優勝、そして令和５年の夏は準優勝をした東北

の仙台育英高校野球部監督：須江航先生の言葉です。 

 昨年１１月に、須江航先生の講演を聞く機会がありました。これはその中でとても

印象に残った言葉の一つです。 

 よく人生が１８０°変わったとかいう言われ方をするのは聞いたことがあるかと思

います。 

「人生を１°変えてみる。」とは、どういうことなのか。  

須江先生いわく、昨日までは意識していなかったり、できなかったりするほんの些

細なことを今日からやってみようということだそうです。 

「毎日腕立て伏せを５回やってみる。」を例えとしてあげられました。たった５

回、でもこれを毎日することで、知らないうちに丈夫な体ができてくると言っておら

れました。何でもいいんです。大事なことは、毎日積み重ねるということです。  

みなさんもぜひ「人生を１°変えてみる。」ことに挑戦してみてください。  

 新しいスタートは、自分をさらにステップアップするチャンスでもあります。 

  充実した１学期になることを期待しています。 
（令和６年４月５日） 
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No. 職名 氏名 分掌等 

１ 校長 塚本 信夫  

２ 教頭 大石  憲 数学・総合文化部 

３ 教諭 森田  一 Ｂ組担任・社会・バレー部・生徒指導主事・特別支援 CO 

４ 教諭 竹内 秀樹 １年主任・体育・バレー部 

５ 教諭 増田 真人 ３年主任・理科・野球部・進路指導主事 

６ 教諭 八木 五美 ２年主任・２Ａ担任・社会・剣道部 

７ 教諭 相藤 由里 教務主任・英語・（剣道部・吹奏楽部） 

８ 教諭 羽入健太郎 ３Ａ担任・国語・野球部・研修主任 

９ 教諭 三浦 紘奈 １Ａ担任・数学・剣道部・特別活動主任 

10 教諭 田平 春奈 音楽・吹奏楽部・３年級外 

11 教諭 廣木 美歌 英語・吹奏楽部・２年級外 

12 養護教諭 松村千惠子 総合文化部 

13 栄養教諭 渥美 千尋 総合文化部 

14 事務主査 杉本委津子  

15 市事務 大石 泰洋  

16 非常勤職員 石津たつ子 美術 

17 非常勤職員 近江 紀子 家庭 

18 非常勤職員 杉浦二三夫 技術 

19 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 石田  敏  

20 学習支援サポーター  小林奈保美  

21 市図書館司書 山本裕紀子  

22 ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 立花 優子  

23 ＡＬＴ John Oro  

24 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 橋本 清美  

26 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 川村 夏子  

27 教諭 森下 尚香 育休中 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式生徒代表の言葉 

自分の意見を積極的に発表したい。頼りになる先輩、信頼さ

れる後輩となるようにクラスで意識して声掛けをしていきたい。 

最上級生として、委員会活動、学習、部活動に全力で取り組み

たい。1つ 1つを挑戦していき、自分を成長させていきたい。 

入学式 校長式辞より 

・・・今、心の中には、期待と不安が入り交じって

いることと思います。 

 新しいスタートには、期待と不安は付きものです。 

 これから始まる中学校生活の中で、困ったり悩ん

だりすることが必ず出てきますが、仲間と協力した

り、相談したり、あるいは先生方や家の人にアドバ

イスをもらったりすることで、たいていのことは解

決できます。 

 ただ、みなさんにお願いがあります。 

 困ったり、悩んだりした時は、まずは、自分の力で乗り越えられるか頑張ってみ

てください。 

 これがとても大切です。 

 それでも解決が難しいと感じた時は、周りの人に相談し、助け船を出してもらい

ましょう。そうすることで、みなさんは必ず大きく成長していきます。 

 そして保護者の皆さまへのお願いです。 

 中学生になりましたので、まずは、自分の力で解決できるよう考えさせてくださ

い。それでも難しいようであれば、大人としてのアドバイスをお願いします。これ

が、子どもたちの成長には、たいへん重要なことだと考えます。 

 さて、中学校では、教科によって先生が変わったり、新しい教科や部活動が始ま

ったりと、小学校と比べて変わることがたくさんあります。 

 しかし、決定的に違うのは、三年後には、みなさんそれぞれが、自分自身で進路

を決定し、それぞれ違う道を目指して進んでいくということです。そのために、目

標をもって生活するということは、とても大切なことになります。 

 大きな目標である必要はありません。すぐできそうな小さな目標でいいんです。 

ひとつできたら、またひとつという風に積み重ねていくことで、必ず成長しま

す。 

 どんな場面でも、失敗を恐れず一生懸命取り組む姿がたくさん見られることを期

待しています。 

新入生代表の言葉 

小学校で培ったことや、自分たちの良さを生かしてがんば

っていきたい。そして、不安や心配があったら家族に支えても

らいながら全力でがんばりたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の予定       

５(金) 第Ⅰ期【出会い・こころざし】 

新任式・始業式・入学式 

８(月) 生徒会・部活動ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

 身体測定・聴力視力検査 

９(火) PTA 役員会・部活動見学 

11(木)避難訓練・歯科検診・部活動見学 

   PTA 総会議案配布 

12(金)フッ素洗口 

15(月)専門委員会・眼科検診 

17(水)尿検査（１次） 

18(木) 全国学力学習状況調査（国数） 

 自由参観（PM）・学年懇談会 

PTA 学年部会 

19(金) 自由参観（～25(木)） 

22(月) 専門委員会 

24(水)尿検査（2 次） 

26(金) お茶摘み（予定）・フッ素洗口 

27(土)春季中部選手権女子バレー会場校 

 状況により、予定を変更する場合があ
りますので、御承知おきください。 
 変更する場合は、メールやホームペー
ジでお知らせします。 

◎教職員の指導の中で体罰に関わることがあり

ましたら､牧之原中教頭まで御連絡ください。 

５月の予定 

９(木) お茶の袋詰め（予定） 

10(金) フッ素洗口・耳鼻科検診（1･3 年） 

14(火) ３年修学旅行（～16(木)） 

 1･2 年ＦＴ学習日・弁当（～16(水)） 

17(金) １，２年午前中日課（給食あり） 

 ３年代休日 

20(月) 教育実習開始（～6/7） 

専門委員会 

21(火)３年数学ＣＢＴ調査 

24(金) フッ素洗口 

25(土)ＳＡでのお茶販売予定日 

27(月) 第Ⅱ期【集中・活力】ステージ集会 

31(金)フッ素洗口 

初日の様子あれこれ 

 休日、時間外等で、緊急に連絡がある場合は牧之原中学校携帯へ御連絡ください。 

０９０－６６１７－５６６４ 
※以下の場合には必ず連絡をお願いします。 
・生徒が入院を伴う怪我や病気の場合。 
※以下の２点は、まず警察へ。その後、学校にも連絡をお願いします。 

・不審者に遭遇した場合。  ・交通事故等、事件や事故に遭った場合。 


